
• ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑関連情報のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ構築
• ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ誘導にむけたﾅﾋﾞｱﾌﾟﾘ等発信

ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報発信事業（岡崎ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会）

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

• ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄは、有用性を確認できたことからR5実装
• ﾅﾋﾞ等による発信については、VICS連携の可能性を検討する。

今後の予定

■実証実験の概要・目的

まちなか人流の維持・増加を前提とする交通渋滞緩和
• 渋滞回避行動への促進
• まちなか駐車場へのｽﾑｰｽﾞな誘導

■都市課題
• ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報の取得・発信
• 駐車場満空・予約情報の発信
• 上記の統合ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄを構築
• ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄのﾅﾋﾞｱﾌﾟﾘ等発信

■解決方策

• ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ閲覧件数 2,400PV/月
• 駐車場予約件数 200件
• 混雑検知件数 600回

■ＫＰＩ

： ｶﾒﾗによる混雑ﾃﾞｰﾀ取得、駐車場満空情報や予約可能駐車場情報のAPI連携取得
： ﾅﾋﾞｱﾌﾟﾘやｲﾍﾞﾝﾄｻｲﾄを通じた情報発信と混雑状況の確認

【ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ構築】 【ﾅﾋﾞｱﾌﾟﾘ等発信】

過去のETC2.0解析混雑
情報を元にｼﾞｵﾌｪﾝｽ設定

• 設定したｼﾞｵﾌｪﾝｽ内にﾅﾋﾞ
ｱﾌﾟﾘ利用者が進入した場
合等に左記ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄへ
の誘導ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

• 合わせて対象者へwebｱﾝ
ｹｰﾄ実施

別に市ｲﾍﾞﾝﾄで左記ﾎﾟｰﾀﾙ
ｻｲﾄを周知

混雑エリア

＜ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ＞

（ﾘｱﾙﾀｲﾑ混雑情報）

混雑自動判定 混雑実績

（民間ｻｲﾄAPI連携）

駐車場満空 予約駐車場

【技術】
現地写真とｶﾒﾗ自動
判定結果を比較し、
一定の精度を確認

【周知・効果】
右下図：ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの積極周知で多くの閲覧
左下図：混雑判定回数を表す赤ｸﾞﾗﾌの緩和

このほか予約駐車場拡大や次世代モビリティ活用など多くの独
自施策を実施。渋滞緩和はこれらとの複合成果と解釈

≒
1/21(土)

市ｲﾍﾞﾝﾄで周知前
11/ 5(土)

市ｲﾍﾞﾝﾄで周知後
月間PV 3,051件

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ閲覧


